
★ みつぼし（三つ星） 【星の和名
わ め い

のお話
  はなし
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 星空
ほしぞら

を眺
なが

めると、「春
はる

・夏
なつ

・秋
あき

・冬
ふゆ

」、季節によって見える星座が違います。季節ごとに、午後
ご ご

9 時頃
ごろ

南
みなみ

の

空
そら

に見えるのが「季節の星座」で、それぞれの代表的
だいひょうてき

な星座は、春は「しし座
ざ

」や「おとめ座」、夏は「さそ

り座」や「いて座」、秋は「ペガスス座」や「みずがめ座」、冬は「オリオン座」や「おうし座」があげられま

す。ではなぜ、季節によって見える星座が違うのでしょう？ 

 例
たと

えば、冬の今
いま

、南の空で「オリオン座」を毎日
まいにち

、同
おな

じ時刻
じ こ く

に観察
かんさつ

してみると、「オリオン座」だけでなく、

ほかの星座たちも少
すこ

しずつ西
にし

の方
ほう

へ動
うご

いているのがわかります。これは地球
ちきゅう

が太陽
たいよう

の周
まわ

りを１年かけて１周
しゅう

（公転
こうてん

）するために見られる動きで《星
ほし

の年
ねん

周
しゅう

運動
うんどう

》といい、約
やく

１年で元
もと

の位置
い ち

に戻
もど

ります。図
ず

のように、

地球が公転にすることによって冬至
と う じ

の位置にくると、北半球
きたはんきゅう

は冬、太陽に向
む

いている面
めん

が昼
ひる

で、反対側
はんたいがわ

は夜

です。昼側
ひる  

の方向にある「さそり座」は、太陽の光
ひかり

で明
あか

るいため見ることができませんが、夜側
よるがわ

の方向にあ

る「オリオン座」は見ることができます。一方
いっぽう

、地球が、夏至
げ し

の位置にくると、昼側の「オリオン座」は見る

ことはできませんが、「さそり座」は見ること

ができます。 

このように地球の公転によって、見える星

座は毎日
まいにち

少しずつ変
か

わるため、季節によって

見える星座が違うのです。また、地球は太陽の

周りを約１年で１周（360度
ど

）しますから、

１年後
ご

の同じ日、ほぼ同じ時刻、同じ位置に、

同じ星座が見えることになります。 

 
    

 「三つ星」は、冬の星座「オリオン座」の３つの星、その星たちの和

名です。昔
むかし

から、農作業
のうさぎょう

の季節や時刻、漁業
ぎょぎょう

の目標
もくひょう

を示
しめ

す、目印
めじるし

の星

として親
した

しまれ、「みつぼっサン」、「みつがみさま」という呼
よ

び名も全国
ぜんこく

各地
か く ち

に伝
つた

わっています。他
ほか

にも、３つの星が並
なら

んで輝
かがや

いているので

「三光
さんこう

」、「三丁（さんちょう）の星」、「三星様（さんじょうさま）」、「三

大星（さんだいしょう）」、「三つ連様（みつれんさま）」など、古
ふる

くから

親
した

しみを込
こ

めた和名が数多
かずおお

く伝えられています。 
 
 
 
 
 
 

 １月 23 日、日
ひ

の入
い

り後の「宵
よい

の明 星
みょうじょう

」の金星
きんせい

の近
ちか

くには細
ほそ

い月が見
み

えるのと同時
ど う じ

に、土星
ど せ い

がもっと近くに

見えます。26 日には、南西
なんせい

の空の高
たか

い位置に、明
あか

るく

輝く木星
もくせい

と三日月
み か づ き

よりも少
すこ

し太
ふと

くなった月が並
なら

びます。

また、１月 30日から 31日にかけて、日の入
い

り後１時間
じ か ん

ほどたつと、南東
なんとう

の空の高
たか

い位置に火星
か せ い

があり、上弦
じょうげん

過
す

ぎの月が火星
か せ い

に近づきます。この頃
ごろ

の火星の明るさは約０等
とう

、12月に地球最接近
さいせっきん

した火星はまだまだ見
み

頃
ごろ

が

続
つづ

いています。月の形
かたち

や惑星との位置、１日１日の動
うご

きなど、この機会
き か い

に是非、観察
かんさつ

してみてください。 
 
 

☆☆ プラネタリウムは、工事のため１月～３月は休館しています ☆ 

 
 

 

★なぜ季節
き せ つ

によって見える
み   

星座
せ い ざ

が違う
ちが   

の？ 天文
てんもん

の基礎
き そ

知識
ち し き

（10）】 

豊川市ジオスペース館 

星図はステラナビゲーター11 を用いて作成 

★ 月
つき

と惑星
わくせい

たちの共演
きょうえん

に注目
ちゅうもく

！ 

【知って
し   

楽しい
たの     

！ 

月は大きさを強調して描いています 

ヒアデス星団 

国立天文台の説明図に星座の図を加えて作図 
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★  1 月下旬の主な天文現象  
 

 

 

 

 

★  国際宇宙ステーション ( ISS)豊川での主なデータ 1/15～ 3１  ※ 下記時刻は、予想値です 

  

◇  １月１５日（日） [ 見やすさ ◎ ]   １８：００ 南   ～  １８：０４ 東 

◇  １月１６日（月） [ 見やすさ ◎ ]   １８：４８ 西南西 ～  １８：５１ 北西 

◇  １月１７日（火） [ 見やすさ ◎ ]   １７：５９ 南西  ～  １８：０５ 北東 

◇  １月１９日（木） [ 見やすさ ◎ ]   １７：５９ 西   ～  １８：０５ 北北東 

 

 

豆知識：国際宇宙ステーション（ISS）は、明るい星が動いているように見えます。 

飛行機のような赤緑ランプの点滅はありません。 

２０日（金） 大寒
だいかん

、下旬はZTF
ｽﾞｨｰﾃｨｰｴﾌ

彗星
すいせい

が見頃 

２２日（日） ● 新月
しんげつ

 

２３日（月） 夕方金星
きんせい

と土星
ど せ い

が接近
せっきん

、月も

近づく 

２６日（木） 月が木星
もくせい

と接近 

２９日（日） 🌓 上弦
じょうげん

  

３０日（月） 水星
すいせい

が西方
せいほう

最大
さいだい

離隔
り か く

 

３１日（火） 月が火星
か せ い

に接近 
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